
ワークショップの進め方

日時 ： 2009年２月11日（水） 13時～18時 
会場 ： 札幌市立大学 サテライトキャンパス
　　　 ＋
　　　 札幌市 大通公園（第60回さっぽろ雪まつり会場）

雪まつり会場での
「気づき発見」
雪まつり会場での
「気づき発見」
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● 本ワークショップの特徴

● 気づきの対象

雪像鑑賞／サービス／寒冷地堪能
路面／公共施設／プロダクト
サイン／購買／飲食

寒冷地（環境・道具・情報・サービス）

「対話実践型」ワークショップ

ユーザと参加者が課題を共有し新たな発想へつなげます

NUDA会員、学生

視覚障がい者ユーザ（菊地様）

聴覚障がい者ユーザ（小山様）

下肢障がい者ユーザ（山崎様）

外国人ユーザ（ディッキー様）

● テーマ ● フィールド

雪まつり会場での「気づき発見」

「第60回さっぽろ雪まつり」会場をフィールドに、

ユニバーサルデザイン的な改善提案を目的とした

問題点の発見（気づき）をします

+ ワークショップ概要
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● 札幌中央署

「雪像堪能」、「ボランティアセンター」と「トイレ」の利用

休憩はしやすい？　おみやげは買いやすい？　飲食しやすい？
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+ タイムスケジュール
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■ オリエンテーション

　　児玉 芳明  理事長 より挨拶

　　酒井 正幸 副理事長よりワークショップの説明

　　チーム内コミュニケーション

　　ユーザ像の明確化

■ 現地調査

　　雪まつり会場まで移動

　　会場で現地調査

　　サテライトキャンパスまで移動

　　　　休憩

■ ディスカッション

　　ディスカッションに関するオリエンテーション

　　各チーム毎にディスカッション

■ 成果発表（簡易プレゼンテーション）、総括

　　各チームのコーディーネータから総括（５分×４）

　　酒井 正幸 副理事長 総括

■ 閉会式

　　児玉 芳明 理事長
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今回の「気づき」（まとめ）から得られたものを

今後のNUDAの活動テーマにすることを検討させて頂きます。

ネームプレートの「中身」はおもちかえりください。

＊気づきのシート（sheet02_a）をコピーさせてください。

「ユーザ様のサポート役」、「筆記役」、「カメラマン役」等を決定してください。
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５丁目会場入口付近

無料休憩所付近

６丁目会場入口付近

ボランディアセンター付近 （お寄り頂いたらいかがですか？）

６丁目会場西端付近

救急センター付近

５丁目会場入口付近

トイレ付近 （お寄り頂いたらいかがですか？）

４丁目会場入口付近

４丁目会場中央付近

４丁目会場西端付近
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各自の気づきを３分程度、口頭で紹介する。

各自、記録用紙 A の記述を付箋に書き出す。

書き出した付箋紙を、模造紙に適当にはってみる。

ユーザの方からのご意見を交えながら、気づき（付箋紙）を追加していく。

共通項目をグループ化しながら、付箋紙を並べ替える。

各項目（問題点等）を構成する要素（原因等）を新たな付箋紙で追加していく。

いくつかのグループを決定し、そのグループに名前をつける。

全体を通して、グループ全体の質を考え、模造紙全体の軸を考えてみる。

各グループ毎に、改善案をアイデアを出してみる。

まとめ（模造紙の撮影にフタッフが伺います）
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N

+ 参加チーム／作業スペースに関して
Group 01

コ N N

ユ

視覚障がい者ユーザを
ターゲットとする　Group01

須田 誠 様（スピリタス）
伊東 恵 様（（有）ポー）
戸部 耕三 様（（株）日新企画）

菊地 孝 様（盲導犬ユーザーの会）

聴覚障がい者ユーザを
ターゲットとする　Group02Group 02

コ N N

ユ 小山 倫枝 様（札幌学院大学）

畠山 彰文 様（北海道医療大学）
増谷 梓 様（札幌学院大学）
小林 由里 様（札幌市立大学）

下肢障がい者ユーザを
ターゲットとする　Group03Group 03

コ N N

ユ 山崎 恵 様（障害者自立生活センター「IL-ism」）

山地 伸幸 様（（株）ニシモク）
小野田 弘 様（ライフプロテック研究会）
深作 美紀 様（大丸藤井（株））

外国人ユーザを
ターゲットとする　Group04Group 04

コ N N

ユ ディッキー 様（北海道大学）

長谷川 雅浩 様（道立北方建築総合研究所）
アリ 様（北海道大学）
池田 和繁 様（北硝トーヨー住器（株））
神田 美好 様（北海道経済産業局）

右のようなチーム編成で、本ワークショップを実施します。

また、ディスカッションの際には、以下のように島に分かれて作業を行います。

コーディーネータ
・Ｗ/Ｓ開始から「気づき」発見までの時間管理
・フィールド（雪まつり会場）での誘導（ルート決定）
・ブレーンストーミングのリード　
・プレゼンテーションをまとめあげる

ターゲットユーザー
・会場での観光行動を再現する
・そこでの行動における問題をリアルに伝える
・「気づき」発見のディスカッションに参加する　

参加者（NUDA会員 + 学生）
・ユーザーの観光行動の現場を体験する
・ユーザーの抱える行動における問題を理解する
・問題点の整理、構造化を通した「気づき」の発見

コ

ユ

札幌市立大学 サテライトキャンパス

Group 01

Group 02

Group 03

Group 04

スクリーン

WinXPMacOSX

プロジェクタ

参加者の役割
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以下の情報を現地調査前にヒアリングさせて頂き、理解を深めます。

年齢:

身体状況:

性別: 職業:
ユーザの特性

a . 公共移動手段利用時に関する問題点（バス、電車、タクシー、航空機etc.）

b . 生活情報取得に関する問題点（天気予報、交通情報、特売情報etc.）

c . 「雪国暮らし」特有の過ごし方と、その際の問題点

d . その他（昼夜、混雑、etc.）

補装具:

携帯用具:

サポート

+ ユーザ像の明確化 sheet
01

環境
移動時期:

天候／路面状況:

ユーザへの身体状況等に関するヒアリング ユーザが日常生活でかかえる問題点のヒアリング

４
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+ フィールド調査（ 記録用紙 A メモ ） sheet
02_a

「雪まつり会場」におけるユーザの行動の記録と気づいたことを、文章と写真によって記録します。
・ 本シートに文章記述を行いながら、写真（なるべくユーザの身体の一部を写しこむ）による撮影を行います。

・ 記録用紙Bの白地図に印をつけるなど、後で再確認のための記録をとります。

文章による観察結果の記録

場所Map
記号 気づいたこと管理

番号 場所Map
記号 気づいたこと管理

番号

５
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+ フィールド調査（ 記録用紙 B 地図 ） sheet
02_b

モデルコース

地図による観察場所の記録

6 丁目会場

ボランティアセンター

救急センター トイレ

無料休憩所

5丁目会場 4丁目会場

車両
通行止

車両
通行止

フード
コート
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５丁目会場入口付近

無料休憩所付近

６丁目会場入口付近

ボランディアセンター付近 （お寄り頂いたらいかがですか？）

６丁目会場西端付近

救急センター付近

５丁目会場入口付近

トイレ付近 （お寄り頂いたらいかがですか？）

４丁目会場入口付近

４丁目会場中央付近

４丁目会場西端付近
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+ フィールド調査のまとめ

ブレインストーミング／KJ法を用いて、

「気づいたことの構造化」、「原因の発見」、「（できれば）解決案の列挙」をおこないます。

共有した着目点群の構造化と解決案の発想

ブレインストーミング法を用いて、「気づいたこと」を、配布する付せんに書き出

し、模造紙に貼付けます。（さらに加えても良い）また、これらの「気づいたこと」

に含まれると考えられる要素を書き出します。KJ法を用いて、「気づいたこと」の

構造化、問題の質の見極め、共通する原因の発見等を行います。
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+ 成果発表（簡易プレゼンテーション）に関して

各チームのコーディーネータ様から総括を５分程度で頂きます。

ディスカッションの最終時期に、

　　付箋の張られた模造紙を、
　　スタッフがデジタルカメラで撮影
します。総括の際には、

　　この撮影したものを、プロジェクタにて投影
いたします。

 「 拡大表示 ＋ 移動 」の操作を、スタッフがさせて頂きますので、

指示をしながらの総括をお願いします。

８

Group 01 視覚障がい者ユーザを
ターゲットとする　Group01

コーディネータ

　須田 誠 様（スピリタス）

聴覚障がい者ユーザを
ターゲットとする　Group02Group 02

コーディネータ

　畠山 彰文 様（北海道医療大学）

下肢障がい者ユーザを
ターゲットとする　Group03Group 03

コーディネータ

　山地 伸幸 様（（株）ニシモク）

外国人ユーザを
ターゲットとする　Group04Group 04

コーディネータ

　長谷川 雅浩 様（道立北方建築総合研究所）

17:30～

17:35～

17:40～

17:45～

簡易プレゼンテーションプログラム
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2009 .02 . 11

参加者氏名

参加グループ番号




